
16 － 12
23 － 14
14 － 26
32 － 20
－

審判 主審 副審

筑紫野 泉
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 21 5 3 0 0 4 ＊ (C) 16 2 4 2 5

5 ＊ 20 0 6 8 4 5 ＊ 20 0 7 6 1

6 ＊ 30 0 14 2 4 6 ＊ 22 0 10 2 3

7 ＊ 8 0 3 2 4 7 ＊ 5 0 1 3 4

8 - - - - - 8 - - - - -

9 - - - - - 9 - - - - -

10 - - - - - 10 - - - - -

11 - - - - - 11 - - - - -

12 ＊ 6 0 3 0 0 12 - - - - -

13 0 0 0 0 3 13 0 0 0 0 0

14 - - - - - 14 - - - - -

15 - - - - - 15 - - - - -

16 - - - - - 16 - - - - -

17 - - - - - 17 ＊ 9 0 4 1 0

18 - - - - - 18 - - - - -

85 5 29 12 15 72 2 26 14 13

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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    筑紫野、泉ともにゾーンDefでスタート。筑紫野はオールコートでプレッシャーをかけ、泉のターンオーバーを誘う。
奪ったボールを速攻につなげ、＃６が連続１２得点を奪う活躍を見せる。泉は＃４、＃５を中心に対抗し、１Qを１６－１
２の筑紫野４点リードで終える。２Qになっても筑紫野はDefプレッシャーを緩めず、泉のターンオーバーを誘発する。
泉もタイムアウト後、オールコートプレスを仕掛け、筑紫野のバイオレーションを誘うが得点に結び付けられず、前半を
３９－２６と筑紫野１３点リードで終える。
　後半開始直後、泉はDefプレッシャーを強め、筑紫野のミスを連発させる。＃４、＃５の得点で８点差に追いつく。筑
紫野はタイムアウトを取るが泉の勢いは止まらず、＃１７がバスケットカウントを決め、残り１分３４秒で４５－４６と逆転
に成功する。その後は得点の奪い合いになり、５３－５２の筑紫野１点リードで３Qを終える。４Q、泉の＃１７、＃６が
ゴール下で連続得点。また、＃５、＃４も得点を決め、泉が８点のリードを奪うが、筑紫野は＃５のドライブやパスカット
からの得点で同点とする。泉はタイムアウトを取るが、筑紫野が＃４の３Pや＃７のパスカットからの得点で流れをつ
かむ。泉はたまらず２回目のタイムアウトを取るが流れは変わらず、筑紫野＃７が再びパスカット。泉は＃７に対しア
ンスポーツマンライクファウルを犯し、一気に筑紫野ペースとなる。最終的に８５－７２で筑紫野が勝利する。
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